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準天頂衛星とは

①広いカバー範囲と少ない減衰
l 遮蔽の影響が少ない
l 降雨減衰が少ない

②高速移動体向けブロードバンド
l アンテナ追尾不要
l 小アンテナ

③高精度GPS
l 移動体：誤差１m～20cm
l スタティック測量：誤差2cm程度

衛星が常にほぼ真上に見えることにより、

回線遮断の少ない高品質の移動体サービスが可能
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３機の衛星のうち、常に
日本上空に１機存在
l衛星サービス寿命
12年を想定

「高層ビル街の例」（新宿）
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（衛星の軌道イメージ）国土全体をカバーする高精度測位サービスの提供と、自動車を
はじめとする高速移動体向けのブロードバンドサービスが大きな特徴
国土全体をカバーする高精度測位サービスの提供と、自動車を
はじめとする高速移動体向けのブロードバンドサービスが大きな特徴
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